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第
18
回 

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
組
合
賞

　Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
組
合
賞
は
公
的
機
関
や
関
係
機
関
・
団
体
が
実
施
し
て
い
る
各
種
表
彰
事
業
に
お

い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
な
ど
、「
Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
」の
名
を
全
道
・
全
国
に
広
め
た
組
合
員
・
組
合

員
組
織
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　今
年
度
の
農
産
物
は
春
か
ら
の
好
天

に
恵
ま
れ
、
播
種
・
定
植
作
業
が
例
年

よ
り
進
み
、
全
般
的
に
前
進
出
荷
傾
向

と
な
り
ま
し
た
。

　品
目
別
で
は
、
米
穀
は
地
区
に
よ
っ

て
高
温
に
よ
る
被
害
粒
の
発
生
や
着
色

被
害
粒
も
散
見
さ
れ
、
製
品
歩
留
の
低

下
、
精
米
蛋
白
も
例
年
よ
り
高
い
傾
向

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
販
売
環
境
で
は
需

要
が
ひ
っ
迫
し
、
米
の
品
薄
感
か
ら
令

和
7
年
に
入
っ
て
も
米
穀
相
場
の
高
騰

が
続
い
て
お
り
、
主
食
用
米
の
概
算
払

い
単
価
は
例
年
の
1
・
5
倍
に
設
定
し

て
集
荷
に
努
め
ま
し
た
が
、
商
系
業
者

と
の
集
荷
競
争
が
激
し
く
苦
戦
し
ま
し

た
。　全

道
ゆ
め
ぴ
り
か
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

道
南
地
区
初
と
な
る
最
高
金
賞
を
受
賞

し
、
初
開
催
さ
れ
た
「
ふ
っ
く
り
ん
こ

極
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
木
古
内
地
区
の

生
産
者
が
大
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
生

産
者
の
努
力
が
評
価
さ
れ
た
年
と
な
り

米
穀
販
売
額
は
53
・
2
億
円
の
実
績
と

な
り
ま
し
た
。

　野
菜
で
は
、
ニ
ラ
が
計
画
及
び
前
年

実
績
と
も
に
上
回
り
、
17
・
6
億
円
の

販
売
額
と
な
り
、
夏
秋
ト
マ
ト
は
高
温

の
影
響
が
あ
り
な
が
ら
も
販
売
金
額
は

20
・
4
億
円
に
達
し
ま
し
た
。
長
ね
ぎ

に
つ
い
て
は
反
収
が
伸
び
悩
み
ま
し
た

が
、
販
売
額
は
35
・
3
億
円
と
な
り
ま

し
た
。
野
菜
全
般
は
収
穫
量
が
計
画
を

達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
例
年
よ

り
高
単
価
で
推
移
し
、
野
菜
・
果
樹
の

販
売
額
は
1
2
6
・
5
億
円
と
計
画
額

を
達
成
し
ま
し
た
。

　花
卉
は
気
象
条
件
の
影
響
で
前
進
出

荷
と
な
り
、
春
か
ら
夏
場
で
厳
し
い
相

場
も
あ
り
ま
し
た
が
、
販
売
額
は
11
・

令
和
６
年
度
の
事
業
活
動
を
報
告

　剰
余
金
処
分
案
で
は
、
出
資
配
当
金

と
し
て
出
資
金
１
％
相
当
の
33
百
万
円

の
配
当
を
決
定
し
ま
し
た
。
事
業
分
量

配
当
に
つ
い
て
は
、
肥
料
や
飼
料
に
対

す
る
事
業
分
量
配
当
金
50
百
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　総
代
会
で
の
審
議
内
容
や
意
見
・
要

望
は
、
理
事
会
な
ど
で
十
分
な
審
議
を

経
て
今
後
の
農
協
経
営
に
反
映
し
て
ま

い
り
ま
す
。
今
年
度
も
農
協
事
業
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1
億
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
農
産

物
全
体
の
販
売
実
績
は
2
2
5
・
2
億

円
に
達
し
ま
し
た
。

　酪
農
・
畜
産
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

同
様
に
経
済
停
滞
や
生
産
資
材
価
格
高

騰
の
影
響
で
個
体
価
格
が
低
迷
し
ま
し

た
が
、
肉
豚
や
そ
の
他
畜
産
が
顕
著
に

推
移
し
1
0
7
・
6
億
円
の
販
売
実
績

と
な
り
ま
し
た
。
最
終
的
に
、
猛
暑
や

コ
ス
ト
高
な
ど
厳
し
い
環
境
の
中
で

も
、
農
畜
産
物
販
売
総
額
は
3
3
2
・

9
億
円
と
過
去
最
高
額
と
な
り
ま
し

た
。　農

協
の
経
営
と
事
業
面
で
は
、
第
7

次
中
期
経
営
計
画
と
農
業
振
興
計
画
の

初
年
度
と
し
て
「
新
た
な
自
己
改
革
」

を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
、
組
合
員
と
共
に
J
A
事
業
を
動

か
し
て
い
く
人
材
確
保
は
重
要
な
課
題

の
一
つ
で
あ
り
、
多
様
な
人
材
が
活
躍

で
き
る
職
場
づ
く
り
と
し
て
採
用
方
法

を
見
直
し
、
給
与
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
な

ど
待
遇
改
善
に
努
め
な
が
ら
雇
用
の
安

定
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

左から順に川瀬直人さん、鉢呂満さん、冨田勝さん、佐藤美登
子さん、澤口朝幸さん、山田智稔さん、横道組合長

横道組合長（右）より表彰を受ける山田さん（左）

【
受
賞
者
】

【
感
謝
賞
の
部
】

厚
沢
部
町
米
作
振
興
会
　会
長

　山
田
　智
稔 

さ
ん
（
や
ま
だ

　ち
と
し
）

ひ
や
ま
南
水
稲
生
産
振
興
会
　会
長

　澤
口
　朝
幸 

さ
ん
（
さ
わ
ぐ
ち

　と
も
ゆ
き
）

●
省
力
化
栽
培
に
よ
る
産
地
維
持
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
北

海
道
農
産
協
会
主
催
の
第
62
回
北
海
道
優
良
米
生
産
出
荷
共
励

会
の
省
力
化
移
植
栽
培
部
門
生
産
グ
ル
ー
プ
の
部
に
お
い
て
最
優

秀
賞
を
受
賞

厚
沢
部
地
区

　佐
藤 

美
登
子 

さ
ん
（
さ
と
う

　み
と
こ
）

●
地
域
農
業
の
発
展
と
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
の
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
、
令
和
６
年
度
農
山
漁
村
女
性
活
躍
表
彰
の
女
性
地

域
社
会
参
画
部
門
個
人
の
部
に
お
い
て
全
国
農
業
協
同
組
合
中

央
会
長
賞
を
受
賞

知
内
地
区

　冨
田
　勝 

さ
ん
（
と
み
た

　ま
さ
る
）

●
高
品
質
米
生
産
に
お
け
る
「
ふっ
く
り
ん
こ
」
の
知
名
度
向
上
が

評
価
さ
れ
、
道
南
地
区
米
麦
改
良
協
会
主
催
の
「
ふ
っ
く
り
ん

こ
極

　食
味
コン
テ
ス
ト
」
で
は
、初
代
ふっ
く
り
ん
こ
極
に
輝
き
、

「
ふっ
く
り
ん
こ
」
の
知
名
度
向
上
に
寄
与

森
町
良
品
質
米
生
産
部
会
　会
長

　鉢
呂
　満 

さ
ん
（
は
ち
ろ

　み
つ
る
）

●
良
品
質
米
生
産
の
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
「
ゆ
め
ぴ
り
か
コ
ン

テ
ス
ト
２
０
２
４
」
に
て
、
道
南
地
区
で
は
初
と
な
る
最
高
金
賞

を
受
賞

八
雲
地
区

　川
瀬
牧
場
　代
表
　川
瀬
　直
人
　さ
ん
（
か
わ
せ
　な
お
と
）

●
良
質
乳
生
産
と
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
川
瀬
チ
ー

ズ
工
房
に
て
製
造
・
販
売
さ
れ
る
「
長
万
部
ラ
ク
レ
ッ
ト
」
が
国

際
チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
「W

orld C
ham

pionship C
heese 

C
ontest2024

」
に
出
品
さ
れ
、
世
界
ト
ッ
プ
20
に
選
出
さ
れ

る
と
と
も
に
、
ラ
ク
レ
ッ
ト
部
門
に
て
金
メ
ダ
ル
を
受
賞

８
千
万
円
を
超
え
る
配
当
を
決
定

3

～全６議案を原案通り承認～

組
合
長
挨
拶
（
要
約
）

　令
和
６
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

お
よ
び
注
記
表
並
び
に
会
計
監
査
人
及
び
監
事

の
監
査
報
告
に
つ
い
て

第23回通常総代会

決
算
報
告

時
／
令
和
7
年
４
月
15
日
　10
時
〜

場
所
／
北
斗
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

    

　「か
な
で
〜
る
」

出
席
者
／
3
5
1
名

　
　
　
　う
ち
、
本
人
出
席
　1
5
9
名
　

　
　
　
　
　
　
　書
面
議
決
　1
9
1
名

　
　
　
　
　
　
　
　代
理
人
　1
名

　農
業
や
農
協
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
の

急
速
な
進
行
に
伴
う
労
働
力
不

足
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
や
円
安
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
燃
油
価
格
や
生
産
資
材
価

格
が
高
騰
し
て
お
り
、
生
産
コ

ス
ト
が
著
し
く
増
加
し
、
農
家

経
営
が
圧
迫
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
に
直
接
的
な
影
響

は
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ア
メ
リ
カ
の
新
大
統
領
の
就
任

に
伴
い
、
新
政
策
が
打
ち
出
さ

れ
、
そ
の
影
響
に
も
注
視
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　一
方
で
、
農
協
経
営
を
取
り

巻
く
環
境
で
は
、
日
銀
が
利
上

げ
な
ど
の
金
融
政
策
を
実
施
し

て
お
り
、
市
中
金
利
の
上
昇
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、Ｊ
Ａ
信
用
事
業
に
も
影

響
を
与
え
、
利
ざ
や
や
奨
励
金

の
減
少
と
い
っ
た
事
態
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

組
合
員
の
皆
様
の
経
営
を
守
る

た
め
に
、
安
定
し
た
Ｊ
Ａ
事
業

を
提
供
す
る
こ
と
を
第
一
と

し
、
そ
れ
を
継
続
す
る
た
め
に

農
協
の
収
支
改
善
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
須
で
す
。

　本
年
度
も
、
当
農
協
は
地
域

農
業
の
活
性
化
と
農
業
所
得
の

増
大
に
向
け
て
、
道
南
農
業
の

情
報
発
信
や
「
安
全
・
安
心
・

安
定
」
し
た
生
産
・
販
売
体
制

の
強
化
に
努
め
、
組
合
員
の
経

営
と
生
活
を
支
え
ま
す
。
ま
た
、

農
協
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会

へ
の
貢
献
を
さ
ら
に
進
め
、
組

合
員
や
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ

れ
る
「
健
全
で
魅
力
あ
る
農
協

づ
く
り
」
に
役
職
員
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
組
合
員
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
関

係
団
体
や
行
政
機
関
の
ご
指
導

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長

横
道
　重
人

議
案

第
１
号

　令
和
６
年
度
事
業
報
告
、
剰
余
金
処

　
　
　
　分
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号

　定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
３
号

　規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
４
号

　令
和
７
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ

　
　
　
　い
て

第
５
号

　令
和
７
年
度
賦
課
金
の
賦
課
及
び
徴

　
　
　
　収
方
法
に
つ
い
て

第
６
号

　役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更
に
つ

　
　い
て

２
．
労
働
保
険
事
務
組
合
の
令
和
６
年
度
徴
収

　
　・
納
付
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

議長を務めた
塚本眞さん（左）と吉田直樹さん（右）

特 集

2



管内各地の な情報をお届けします。旬TOPICS

組
織
の一
員
と
し
て
新
入
職
員
ら
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
た
な
ス
タ
ー
ト

　Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
と
㈱

新
は
こ
だ
て
協
同
は
４
月

１
日
、
入
組
式
と
入
社
式

を
行
い
、
新
入
職
員
10
人
、

正
職
員
登
用
者
4
人
と
、

㈱
新
は
こ
だ
て
協
同
の
正

社
員
登
用
者
４
人
に
採
用

辞
令
が
交
付
さ
れ
た
。

　新
入
職
員
・
社
員
を
代

表
し
、
生
産
販
売
部
農
産

園
芸
課
に
配
属
さ
れ
た
本

田
職
員
が
力
強
く
決
意
表

明
し
た
。
最
後
に
加
藤
専

務
が
新
入
職
員
・
社
員
に

激
励
の
言
葉
を
送
っ
た
。

　ま
た
、
3
月
18
日
か
ら

同
月
末
に
か
け
て
令
和
7

年
度
の
新
採
用
職
員
入
組

前
研
修
を
行
い
、
人
事
担

当
部
署
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
担
当
部
署
か
ら
就
業
関
連
規
程
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い

て
研
修
を
受
け
る
と
と
も
に
、Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
主
催
の
講
習
会
や
配
属
先
で
の
研
修

に
て
Ｊ
Ａ
の
概
要
や
社
会
人
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
自
身
の
こ
れ
か
ら
の
業
務
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

新入職員・社員を代表して決意表明する本田職員（左）

【
人
事
】

Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
協
会
長
に
佐
藤
さ
ん
が
就
任就任の挨拶をする佐藤会長（左）

　
　
　【女
性
部
】

　Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
協
議
会
は
10
日
、
第
73
回
通
常
総
会
を
札
幌
市
で
開
き
、
新
会
長

に
佐
藤
美
登
子
副
会
長
が
選
ば
れ
た
。

　全
道
の
代
議
員
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、
事
業
計
画
な
ど
４
議
案
を
原
案
通
り
承

認
し
た
。

　２
０
２
５
年
度
は
、
子
ど
も
食
堂
の
支
援
や
食
農
教
育
イ
ベン
ト
の
実
施
に
力
を
入
れ
、

組
織
強
化
や
、
女
性
リ
ー

ダ
ー
養
成
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
活
動
へ
の
支
援
を
行
う
。

24
年
度
は
、
ホ
ク
レ
ン
く
る

る
の
杜
で
の
食
農
教
育
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
通
じ
、
食
農

の
大
切
さ
を
伝
え
る
運
動

を
展
開
し
た
。

　佐
藤
新
会
長
は
「
自
分

一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
が

周
り
に
支
え
ら
れ
て
で
き

る
。
道
全
体
の
メ
ン
バ
ー
が

一
番
大
切
な
の
で
、
協
力
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

　活
動
体
験
発
表
で
は
、

最
優
秀
賞
に
Ｊ
Ａ
新
は
こ

だ
て
厚
沢
部
地
区
女
性
部

の
中
村
部
長
が
選
ば
れ
た
。
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﹃
楽
し
く
農
業
に
励
む
﹄

北斗地区

山崎　啓祐さん （42）
やまざき　けいすけ

取扱品目：水稲約11.5ha／白菜50a
　　　　 トマト55a／ほうれん草10a

―

就
農
し
た
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
大
野
農
業
高
校
を
卒
業
後
に
本
別
町
の
道
立
農
業
大
学
校
へ
進
学
し
農
業
を
学
び
︑

卒
業
後
に
親
元
で
就
農
し
ま
し
た
︒
幼
い
こ
ろ
か
ら
農
業
に
触
れ
合
っ
て
お
り
︑
ト
マ

ト
の
箱
詰
め
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
選
別
な
ど
を
よ
く
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
︒

―

就
農
当
時
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
祖
父
母
の
代
か
ら
農
業
を
営
ん
で
い
た
た
め
︑
私
は
三
代
目
に
な
り
ま
す
が
親
は
一

つ
一
つ
教
え
て
く
れ
ず
﹁
目
で
見
て
覚
え
ろ
﹂
と
い
う
タ
イ
プ
だ
っ
た
た
め
︑
作
業
を

覚
え
る
の
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
︒

　
本
格
的
に
経
営
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
︑
周
り
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
も

あ
り
︑
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

―

仕
事
へ
の
や
り
が
い
が
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
直
接
﹁
お
い
し
か
っ
た
﹂
と
い
う
声
を
い
た
だ
け
る
こ
と
が
︑
農
家
を
し
て
い
て
や

り
が
い
や
楽
し
さ
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
︒

　
楽
し
く
仕
事
を
す
る
こ
と
は
自
分
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と
で
も
あ
り
︑
嫌
々
物

事
を
行
う
と
そ
れ
が
周
り
に
も
伝
わ
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
︒
一
緒
に
働
い
て
く
れ

て
い
る
人
た
ち
に
対
し
て
も
︑
仕
事
を
楽
し
く
し
て
も
ら
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
︒

―

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
水
田
面
積
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
︒
現
在
１０
㏊
ほ
ど
あ
る
田
ん
ぼ
を
︑
ゆ
く
ゆ

く
は
４０
〜
５０
㏊
ほ
ど
ま
で
拡
大
し
て
い
き
た
い
で

す
︒

　
ま
た
︑
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
︑
自
動
巻
き
上
げ

や
自
動
灌
水
な
ど
の
設
備
投
資
も
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
今
後
も
︑
美
味
し
い
野
菜
を
皆
さ
ん
に
食
べ
て

も
ら
え
る
よ
う
︑
自
分
自
身
楽
し
く
仕
事
に
励
ん

で
い
き
た
い
で
す
︒

「はくさいの美味しい食べ方は、収穫時試し
切りをする際、半分に割った真ん中の柔ら
かい部分が、甘くておいしい（農家の特権）」
と語る山崎さん
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左から、岸展子さん、森永尚美さん、林香葉さん、東出節子さん

お
か
ら
de
な
げ
っ
と

木
古
内
町
産
の
お
か
ら
を
使
っ
た

お
か
ら

～地産地消～

母ちゃんの

stagram飯
め し

木古内地区女性部

今回料理を紹介していただくのは…

木古内地区女性部

作り方

① ショウガを小さじ2すりおろす。
② ボウルにおから２００ｇ鶏ひき肉（むね）4００ｇ卵１個を入れる。
③ ①とマヨネーズ小さじ4、しょうゆ小さじ4、酒小さじ4を②に入れ混ぜ合わせる。
④ 手で一口大の小判型に成形する。

⑤ フライパンに2～3cm程度の油をいれ180°に温める。
⑥ ★を全て混ぜ合わせたハニーマスタードソースとケチャップでソースを準備。
⑦ ④が両面色づくまで揚げ焼きにして、完成。

「平たくして火が通りやすくするのが
ポイントです！」

「しっかり焼き色がつくまで揚げま
しょう！」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
各
地
区
女
性
部
員
の
方
に
、
そ
の
地
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
農
畜
産
物
や
加
工
品
を
用
い
た
料
理
を

ご
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Meshistagram

485likes

#木古内町産
#おから#さくふわ#ハニーマスタード
#おかあちゃんの工夫展受賞作品

【
栄
養
素
】
レ
シ
チ
ン

【
効
果
】
認
知
症
予
防
や
肝
臓
で
の
脂
質
の
代
謝
を
あ
げ
て
脂
肪
肝
を
防
ぐ
な
ど
、
多

く
の
健
康
効
果
が
期
待
で
き
ま
す

材料（約20個分）
おから…………………… ２００ｇ
鶏ひき肉（むね）………… ４００ｇ
卵 ………………………… 1個
マヨネーズ…………… 小さじ4
ショウガ（すりおろし） 小さじ2
酒 …………………… 小さじ4
しょうゆ ……………… 小さじ4

ケチャップ ………… お好みで

はちみつ…………… 大さじ2
粒マスタード ……… 小さじ2

★
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管内各地の な情報をお届けします。旬TOPICS

【
七
飯
】

朝
の
通
学
時
間
に
子
ど
も
た
ち
見
守
り

【
森
】

　七
飯
営
農
セ
ン
タ
ー
と
七
飯
支
店
で
は
、
地
域
貢

献
の
一
環
と
し
て
春
の
交
通
安
全
運
動
に
協
力
し
て

い
る
。
運
動
の
期
間
中
、
朝
の
通
学
時
間
に
合
わ
せ

て
職
員
が
交
代
で
交
差
点
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
見
守
っ
た
。

　七
飯
町
内
の
小
中
学
校
で
入
学
式
や
始
業
式
が

開
か
れ
た
日
か
ら
、
七
重
小
学
校
に
登
校
す
る
児

童
が
通
る
国
道
沿
い
の
交
差
点
に
立
ち
、
交
通
安
全

の
旗
を
持
っ
て
見
守
る
。

　同
営
農
セ
ン
タ
ー
の
岸
井
セ
ン
タ
ー
長
は
「
ニュ
ー

ス
で
は
多
く
の
事
故
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
横
断
歩

道
を
渡
る
際
は
左
右
の
確
認
を
し
っ
か
り
行
い
、
自

動
車
や
自
転
車
に
注
意
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

た
。

通学する児童を見守る岸井センター長

促
成
ト
マ
ト
共
選
ス
タ
ー
ト

　森
町
濁
川
地
区
で
温
泉
熱
や
地
熱
を
利
用
し
早

期
に
収
穫
さ
れ
る
促
成
ト
マ
ト
の
共
選
作
業
が
１３
日

に
始
ま
っ
た
。
温
泉
熱
や
地
熱
を
利
用
し
て
早
期
に

収
穫
し
、
７
月
上
旬
ま
で
出
荷
。
８
月
か
ら
は
抑
制

ト
マ
ト
に
切
り
替
わ
り
１２
月
上
旬
ま
で
出
荷
が
続

く
。　品

種
は
「
桃
太
郎
ブ
ラ
イ
ト
」。
段
ボ
ー
ル
箱
（
１

箱
4
キ
ロ
）
に
詰
め
、「
函
館
育
ち

　と
ま
と
」
の

銘
柄
で
出
荷
す
る
。

　森
営
農
セ
ン
タ
ー
で
は
取
扱
量
１
５
０
０
ト
ン
、

販
売
高
６
億
４
５
０
０
万
円
を
計
画
し
て
い
る
。

　同
営
農
セ
ン
タ
ー
の
生
産
施
設
課
小
笠
原
職
員
は

「
生
産
者
が
丹
精
し
て
作
っ
た
ト
マ
ト
。
選
別
基
準

を
厳
し
く
順
守
し
て
高
品
質
な
森
町
産
ト
マ
ト
を
消

費
者
へ
届
け
た
い
」
と
話
し
た
。

13日から始まったトマトの共選作業

種
も
み
を
温
湯
消
毒

　北
斗
営
農
セ
ン
タ
ー
で
、
種
も
み
の
温
湯
消
毒
作

業
が
25
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
同
営
農
セ
ン
タ
ー
で
は
、

Ｊ
Ａ
管
内
全
地
区
の
消
毒
処
理
を
引
き
受
け
る
。

各
営
農
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
連
携
し
て
作
業
し
、
４

月
中
旬
ま
で
に
約
60
ト
ン
の
種
も
み
を
消
毒
す
る
。

　温
湯
消
毒
は
種
も
み
を
60
度
の
湯
に
１０
分
浸
し

た
後
、
10
度
以
下
の
水
で
冷
ま
し
、
脱
水
処
理
を

し
た
後
に
乾
燥
さ
せ
る
。
消
毒
し
た
種
も
み
は
発
芽

率
90
％
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
順
次

生
産
者
に
配
布
す
る
。
10
度
の
水
に
7
〜
9
日
ほ

ど
浸
し
た
後
、
育
苗
箱
に
播
種
す
る
。

　北
斗
地
区
で
は
水
稲
を
作
る
農
家
の
約
90
％
の

種
も
み
を
処
理
し
て
い
る
。
同
営
農
セ
ン
タ
ー
の
髙

松
係
長
は
「
確
実
に
消
毒
し
、
生
産
者
が
安
心
し

て
使
え
る
種
も
み
を
届
け
た
い
」
と
話
す
。

水稲種子の温湯消毒作業風景

立
茎
ア
ス
パ
ラ
本
格
化

【
厚
沢
部
】

【
北
斗
】

　厚
沢
部
営
農
セ
ン
タ
ー
共
選
施
設
で
立
茎
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
共
選
が
進
ん
で
い
る
。
4
月
中
旬
に
か
け

て
本
格
化
し
、Ｊ
Ａ
は
９
月
ま
で
札
幌
・
函
館
・
旭

川
な
ど
の
道
内
市
場
に
出
荷
。今
年
は
２
０
２
ト
ン
、

２
億
６
２
０
０
万
円
の
販
売
を
計
画
す
る
。

　こ
の
日
は
、
パ
ー
ト
職
員
７
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

か
ら
の
外
国
人
技
能
実
習
生
８
人
が
８
種
類
の
規
格

に
選
別
し
、
一
束
１
５
０
g
で
結
束
し
て
40
束
を
箱

詰
め
し
て
いっ
た
。

　同
営
農
セ
ン
タ
ー
生
産
施
設
課
の
伊
勢
谷
職
員
は

「
最
近
は
寒
さ
の
影
響
で
ま
だ
出
荷
量
は
少
な
い
が
、

品
質
は
良
好
。店
頭
に
並
ん
で
い
た
ら
ぜ
ひ
手
に
取
っ

て
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

アスパラガスの共選作業
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家庭果樹栽培のQ＆A

Ｑ １

○ スモモヒメシンクイ

プルーンやスモモなどに虫が入り収穫できません。防除の方法を教えてください。

　家庭果樹で一番厄介で問い合わせが多いのが、このシンクイムシ類による果実被害です。果実を食
害するシンクイムシには、

「モモシンクイガ」と「スモモヒメシ
ンクイ」があり、果物の樹種により食
入するシンクイムシの種類が異なり
ますので、虫に合わせた防除が必要
となります（表１）。

　スモモ、プルーンで被害が増加しています。
発生は年２ ～ ３ 回で、モモシンクイガより１ 
カ月早い、５ 月下旬～ ９ 月上旬に発生しま
す。

■防除方法
①薬剤防除
　スモモ、プルーンでは、スモモヒメシンクイ

写真1　シンクイムシの被害果 写真2　食害する幼虫

写真3　スモモヒメシンクイ被害に
よる落下した果実

写真4 灰星病の被害果

表 1

種類 モモシンクイガ スモモヒメシンクイ

加害植物

発生時期

リンゴ、モモ、ナシ、スモ
モ、プルーン、アロニア、ハ
マナス、マルメロ、その他

スモモ、プルーン、ボケ、ク
サボケ、リンゴ、その他

年１～２回の発生
6/下旬～ 9/上旬

年２～３回の発生
5/下旬～ 9/上旬

Ａ

Ｑ ２ プルーンが収穫時期になると果実にカビが生えます。防除時期を教えてください。

プルーン果実のカビは、灰星病によるものです。
灰星病は、収穫期近くの熟果に発生し、隣接した果実に次々と感染してい

きます。この被害果実で越冬し、翌春に形成された胞子が飛散し果実に感染して
発病します（写真4）。

■ 防除方法
① 防除時期： 開花期前後、収穫１ か月前～ 収穫期が重要な薬剤散布時期となり
　 ます。
② 被害果は越冬源となるので、集めて園地外に持ち出して処分してください。

Ａ

が中心に発生しているため防除時期は６月10 ～ 15日頃からが殺虫剤の散
布時期となります。しっかりと初期の発生を抑えてください（写真1、2）。
②発生密度を高めない(被害果は放置しない)
　スモモヒメシンクイの被害果は健全な果実に比べて落下しやすく、放置す
るとその後の発生源となります（写真3）。落下した被害果や樹上の被害果は
取り除き、土中に埋めるなどそのまま放置しないことが防除のポイントとな
ります。

渡島農業改良普及センター

普及センター活動紹介、地域の動き・技術情報など、是非ご覧下さい！
グリーンタイムがホームページで閲覧できるようになりました

▲
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（１）早期異常出穂防止のため、育苗後期のハウス内温度は25℃以上にならないように注意しましょう。
（２）中苗・成苗は育苗日数30日程度とし、老化苗の移植を避けましょう。
（３）育苗日数が長くなる場合は苗床追肥（表1、追肥3回目）を行い、苗の老化を防ぎましょう。
（４）目標葉数を確保できたら、降霜、強風に注意しながら夜間もビニールを開放するなどして、苗の充実と
　　　硬化に努めましょう。
（５）5月中旬以降は外気温が高くなり、苗の生育が旺盛になります。ハウスの換気を十分に行い、積極的に
　　　外気温に馴らしましょう。
（６）かん水は、朝霧の付着程度などを観察した上で、天候も加味して水量を加減しましょう。

水稲

◎育苗後半　管理のポイント

　近年、育苗後半期の気温が高い傾向にあります。
　苗の徒長を防ぐため、ハウスの換気とかん水に気をつけ、健苗育成に努めましょう。
　徒長苗は、活着、分げつの発生が遅くなり、穂揃いが悪くなります。

表１　育苗管理のポイント

項　　　　　目

管　理　目　標

18～20℃
温度に注意して換気を十分に行う

外気温と同じ
18℃～外気温

外気温に十分馴らし、かん水を行う
苗の徒長防止 苗質の充実化

20℃以上や晴天日

各時期とも、与えた水が蒸発する条件（晴天日など）でかん水する
早朝葉先に水滴の付着が少なくなった時

早朝（10時まで）に行うか、日向水などを使用して、苗の急激な温度変化と、地温の低下
を防ぐ

本葉1.5葉～3.0葉 3.0葉～移植

管　理　要　点

管

　理

　内

　容

温
度

か
ん
水

適　温

基　準
目　安

手　法

換　気

温度調節

追 肥

晴天時は早朝（６時頃）より
肩・裾換気、夕方早く閉じる

１回目：1～1.5葉期
２回目：2～2.5葉期
３回目(必要に応じて)：移植前
●施肥量：窒素成分で１g/箱
例
･ＮＰ57：7g/箱
・苗床追肥用尿素複合液肥：100倍液 500ml/箱
・硫安：5g/箱(水に溶かして使用)
水100ℓ：硫安1kg(500ml/箱、200枚分)
※成苗ポットは原則追肥しない

目標葉数を確保できたら降霜に注意し昼
夜とも、肩･裾開放

不完全葉黄化する

老化苗のサイン

苗の徒長を防ぎましょう！

渡島農業改良普及センターのホームページ http://www.oshima.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/

連絡先 0138-77-8242 8



　
日
ご
ろ
か
ら
当
Ｊ
Ａ
事
業
を
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、当
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
と
し
て
加
入
す
る

際
に
ご
提
出
頂
き
ま
し
た
住
所・氏
名
な
ど
の

事
項
に
つ
き
ま
し
て
、そ
の
記
載
内
容
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、書
面
で
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
組
合
に
加
入
後
、以
下
の
よ
う
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？ 

・
転
居
し
た

・
結
婚
し
て
姓
が
変
わ
っ
た

・
就
農
・
離
農
し
た

・
農
業
経
営
に
著
し
い
変
化
が
あ
っ
た

・
組
合
員
で
あ
る
家
族
が
亡
く
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
ど

　
右
記
に
該
当
す
る
場
合
は
組
合
員
資
格

が
変
動
す
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。
お

心
当
た
り
の
方
は
、
最
寄
り
の
営
農
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

組
合
員
の
皆
さ
ま
へ

組
合
員
資
格
確
認
の
お
願
い

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
　
総
務
企
画
課

ジ
ャ
ガ
イ
モ

シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
か
ら

産
地
を
守
る
た
め
に

※

Ｊ
Ａ
の
洗
車
場
は
、
広
域
用
（
八
雲
町
花
浦
87‐

２…

　右
図
）
と
厚
沢
部
管
内
（
松
園
選
果
場
、
館
地
区
、
鶉

　地
区
）
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
（
注
：
館
・
鶉
の
洗
車

　場
使
用
に
は
専
用
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
）。

①
自
家
菜
園
で
あ
っ
て
も
自
家
種
は
使
用
せ
ず
、
正
規
の

　種
子
馬
鈴
し
ょ
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
地
域
の
畑
に
は
無
断
で
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
馬
鈴
し
ょ
の
作
付
サ
イ
ク
ル
は
４
年
輪
作
に
努
め
ま

　し
ょ
う
。

④
馬
鈴
し
ょ
の「
野
良
生
え
」は
、必
ず
抜
き
取
り
ま
し
ょ

　う
。

⑤
視
察
等
の
際
に
は「
ブ
ー
ツ
カ
バ
ー
」の
装
着
を
徹
底
し

　ま
し
ょ
う
。

⑥
発
生
地
域
か
ら
の
土
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
自
動
車
や

　農
作
業
機
械
の
洗
浄
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

●
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
土
中
で
10
数
年
も
生
存

す
る
厄
介
な
害
虫
で
、
根
絶
の
た
め
の
有
効
な
対
処
法
が
な
く
、

侵
入
し
密
度
が
増
す
と
馬
鈴
し
ょ
の
収
穫
量
が
激
減
し
ま
す
。

発
生
し
た
地
域
（
字
単
位
）
で
は
移
出
用
種
子
馬
鈴
し
ょ
の

作
付
自
体
が
出
来
な
く
な
る

な
ど
、
種
芋
産
地
の
存
亡
に

関
わ
る
脅
威
で
す
。

●
ま
た
、
平
成
27
年
８
月
に
は

類
似
種
の
『
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ

ロ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
』
が

網
走
市
内
の
一
部
圃
場
に
て

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
よ
り
冷

涼
な
環
境
に
強
い
と
い
っ
た

特
徴
が
あ
り
、
引
き
続
き
脅

威
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

☆
ま
ん
延
防
止
対
策
へ
の
一
層
の

　
　
　
　
　
　
　 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
☆

旧
国
道
5号

線

至
八
雲
市
街
↓

八雲洗車場 地図
【拡大図】

排
水

至
函
館
↓

↑
至
長
万
部

函館米穀
八雲工場跡地

洗車場

国
道
5
号
線

砂置場

【広域図】

←熊石方面

洗
車
場

国道227号

八
雲
市
街

（
遊
楽
部
川
）

八
雲
大
橋

至
函
館

至長万部

ツバメ
工場 国

道
5
号
線

2
車
線
バ
イ
パ
ス

道
南
は
馬
鈴
し
ょ
の
産
地
で
す
。
厚
沢
部
町
と
八
雲
町
で
は

種
子
馬
鈴
し
ょ
も
生
産
さ
れ
、
全
国
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

▲ジャガイモシロシストセンチュウの付着状況（根）

地
域
の
皆
様
へ
お
願
い

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　本
店
営
農
企
画
課

（
0
1
3
8
‐
77
‐
5
5
5
7
）
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大
瀧
次
長

吉
川
職
員

幸
田
支
店
長

松
原
職
員

扇
谷
職
員

斉
藤
職
員

青
山
係
長

山
田
職
員

五
十
嵐
支
店
長

鳥
山
次
長

長
尾
職
員

谷
口
職
員

成
田
職
員

京
谷
係
長

松
原
係
長

伊
藤
係
長

赤
石
職
員

日
沼
係
長

佐
藤
主
査 加

藤
主
査

　厚沢部支店

江差支店

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
…

で
す
！

JA各部署の
職員と意気込みを
ご紹介する
コーナー。

JOB
.com

Department job Introduction

厚
沢
部
支
店
・
江
差
支
店

　信用・共済窓口業務
を通じて組合員や地域
利用者とコミュニケー
ションを図り、個々の
ニーズに対応したサー
ビスの提供に取り組ん
で参ります！

江差支店

　組合員、地域の皆さ
まへ『ひと・いえ・く
るま』の総合保障を提
供しています。ご加入
中の共済（保険）の保
障内容や教育資金・相
続等のご相談がござい
ましたらお気軽にご連
絡ください！

共済

　厚沢部・江差支店両
区域の皆様の金融窓口
として、普通貯金の入
出金や各種振込、移動
金融車による窓口対応、
各種ローンや農業関連
融資等よりよい情報や
サービスの提供に取り
組んで参ります！

貯金・融資

10



株式会社 新はこだて協同

ホクレン八雲 SS TEL 0137-62-3535 ホクレン駒ケ岳 SS TEL 01374-2-0631 ホクレン長万部 SS TEL 01377-2-2316
ホクレン大野 SS TEL 0138-77-7775 ホクレン厚沢部 SS TEL 0139-64-3303 ホクレンせたな SS TEL 0137-84-4542
ホクレン知内 SS TEL 01392-5-5110 ホクレン木古内 SS TEL 01392-2-2133 ホクレン上ノ国 SS TEL 0139-55-2207

ホクレン大中山 SS TEL 0138-65-4350詳しくは下記のお問い合わせまでお気軽にどうぞ！

※掲載商品は、在庫が無くなり次第終了とさせていただきます。記載金額には商品組立及び、付帯工事等は含まれていません。

JA新はこだて　組合員の皆様 先着20台限定
４月より値上げ対象商品ですが値上げ前に在庫しました。

５～６月限定特別セール開催中!!
ビルトインコンロ

プロパンＬＰガス用
～取り替えたくなるコンロ～

希望小売価格：173,470円（税込）

60㎝タイプ

セール特典
ラ・クックグラン
サービス！

53％
OFF ラ・クックで庫内の汚れ99.9％カット

10回焼いた後の比較

焼き網での調理 ラ・クックグラン（ふた有り）での調理
グリル庫内はベトベト 10回焼いてもグリル庫内はピカピカ

PD-509WS-60CV
おそうじがラクで
嬉しいわ～♪

カンターン

13 12
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6
Ａ

17
Ｃ

Ｅ

Ｄ Ｂ

Q. A.

ルール
空いているマスに、1から9までの数字のどれかを入れ
ます。

（1）

タテ列（9列）、ヨコ列（9列）、太線で囲まれた3×3のブ
ロック（それぞれ9マスあるブロックが9つ）のいずれにも
1から9までの数字が1つずつ入ります。

（2）

➡

例

数独®ニコリ

二重枠に入った数字の合計は？
Q.

出題®ニコリ

二重マスの文字をA〜Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか?

Q.

全部埋めなくても
答えはでるよ！
まずは

「３×３のブロック」
で数字を順に
考えてみよう！

脳 広場トレ
数独・クロスワード

数独／前回の答え 9

パズル? 頭の体操

タテのカギ
 1 ひげそり前に顔に押し当てる人もいます
 6 その泉は――的な空気に包まれていた
 7 日本には謙譲の――の精神があります
 9 周囲より小高くなっている土地のこと
11 大きなビルが――のタケノコのごとく増えてきた
12 ひじをグッと曲げて出します
14 雑穀の一つ。アワやキビと並んで知られています
15 ちらしやにぎりがあります
17 大勢の人が床のあちこちで眠ること
19 結んでお吸い物に入れることもある葉野菜
21 5月の空を泳ぎます

ヨコのカギ
 1 端午の節句に――人形を飾った
 2 鉛筆にもリンゴにもあるもの
 3 2018年ごろに大流行した――ミルクティー
 4 漢字などの読み方を示す小さな文字
 5 小学校で一番授業が多い科目
 8 福島県の――は浜通りと呼ばれます
10 カァカァと鳴きます
12 スロバキアと分離してできた国。首都はプラハ
13 フラダンサーの腰で揺れるもの
14 初夏でも強く照りつけることがあります
16 漢字では雲雀、日晴鳥などと書く鳥
18 三毛、トラ、サバといえば
20 ギュッと押すと気持ちいい

15

Information

第
3
回
理
事
会（
定
例
）

●
日
時
／
令
和
7
年
4
月
9
日（
水
）10
時
30
分
〜

　●
場
所
／
北
斗
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

理
事
会
開
催
報
告

（
１
）
委
員
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

　
　
　①

 第3
回
A
L
M
委
員
会

　
　
　②

 第1
回
債
権
回
収
対
策
特
別
委
員
会

（
２
）
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

（
３
）
職
員
の
退
職
に
つ
い
て

（
４
）
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

（
５
）
理
事
者
へ
の
貸
付
実
行
に
つ
い
て

　

（
６
）
広
域
共
選
施
設
（
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
）
に
係
る
固
定
資
産
「
キ
ュ
ウ
リ
共
選
内
部
改
修
工
事
・
キ
ュ
ウ
リ
共
選

　
　
　屋
外
上
屋
新
設
改
修
工
事
」
の
入
札
結
果
に
つ
い
て

報
告
事
項

第
１
号

　令
和
7
年
度
不
良
債
権
対
処
方
針
に
基
づ
く
個
別
対
処
方
針
の
選
定
に
つ
い
て  

第
２
号

　信
用
供
与
2
億
円
超
に
係
る
賃
貸
住
宅
ロ
ー
ン
の
貸
出
に
つ
い
て

　

第
３
号

　第
４
四
半
期
定
期
監
査
の
回
答
に
つ
い
て

第
４
号

　広
域
共
選
施
設
（
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
）
に
係
る
固
定
資
産
「
キ
ュ
ウ
リ
機
械
設
備
移
設
改
修
工
事
」
の
取
得

　
　
　
　に
係
る
取
り
進
め
に
つ
い
て

議
　
　案

第
4
回
理
事
会（
臨
時
）

●
日
時
／
令
和
7
年
4
月
28
日（
月
）10
時
30
分
〜

　●
場
所
／
道
南
農
業
会
館

理
事
会
開
催
報
告

（
１
）
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
に
関
す
る
組
織
討
議
に
つ
い
て

（
２
）
「
厚
沢
部
種
子
馬
鈴
薯
用
ス
チ
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
」
の
リ
ー
ス
取
得
に
係
る
入
札
結
果
に
つ
い
て

（
３
）
「
せ
た
な
馬
鈴
薯
用
ス
チ
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
」
の
リ
ー
ス
取
得
に
係
る
入
札
結
果
に
つ
い
て

（
４
）
広
域
ト
マ
ト
共
選
施
設
整
備
再
編
に
係
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
５
）
令
和
８
年
度

　職
員
採
用
計
画
に
つ
い
て 

　

（
６
）
総
代
会
の
決
議
結
果
に
つ
い
て

報
告
事
項

第
１
号

　固
定
資
産
「
照
明
器
具
更
新
工
事
」
取
得
に
係
る
取
得
計
画
額
の
変
更
に
つ
い
て

第
２
号

　固
定
資
産
「
照
明
器
具
更
新
工
事
」
取
得
に
係
る
取
り
進
め
に
つ
い
て

第
３
号

　フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
リ
ー
ス
取
得
に
係
る
取
得
計
画
額
の
変
更
に
つ
い
て

第
４
号

　令
和
7
年
産
米
出
荷
契
約
（
集
荷
対
策
）
の
取
り
進
め
に
つ
い
て               

第
５
号

　令
和
7
年
産
共
計
雑
穀
（
豆
類
）
出
荷
契
約
の
取
り
進
め
に
つ
い
て             

第
６
号

　令
和
７
年
度
理
事
報
酬
の
配
分
及
び
支
給
方
法
に
つ
い
て

第
７
号

　役
員
就
業
中
災
害
補
償
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

        

　

 

第
８
号

　役
員
傷
害
共
済
の
継
続
加
入
に
つ
い
て              

                  

第
９
号

　ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
就
業
規
則
の
制
定
に
つ
い
て                    

　
　
　

第
10
号

　行
政
庁
に
提
出
す
る
令
和
6
年
度
業
務
報
告
書
に
つ
い
て 

議
　
　案

せいさんしざい通信（2025年5月号） LINE

※注文品は在庫を確認の上、資材店舗営業時間での配送となります。
取り寄せ品につきましては納品までにお時間が掛かります。

お問い合わせ・登録方法などは
各営農センター生産資材課までご相談ください

農業資材の注文をスマホでしませんか？
土曜・日曜・祝日・夜でもLINEワークスの利用で

24時間、資材店舗に注文が可能です‼

14



2
‐
特
集

　
　〜
第
２3
回
通
常
総
代
会
〜

4
‐
道
南
を
農
す

　
　北
斗
地
区

　山
崎

　啓
祐
 さん

5
‐TO

PICS

7
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

8
‐ 

あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

10
‐JO

B.com

11
‐Inform

ation

　
　ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
蔓
延
防
止

　
　組
合
員
資
格
確
認

　
　
　
　
　
　ほ
か

13
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

14
‐
理
事
会
報
告

　
　せ
い
さ
ん
し
ざ
い
通
信

15
‐
み
ん
な
の
脳
ト
レ
広
場

16
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

　

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№273
5月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

第
2
7
3
号

電
話
／
0138-77-5557　

ＦＡ
Ｘ
／
0138-77-5563

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.ja-shinhakodate.jp/

編
　
集
／
本
店
 農
業
振
興
部
 営
農
企
画
課
　
　
印
　
刷
／
有
限
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夜桜を見に五稜郭公園へ行って
きました　最近は雨が続き気温
が低かったのですが、無事咲い
ていました　昼の桜も綺麗です
が夜は違った綺麗さがありまし
た。また見たいです

編集後記

段々暖かくなり厚手のアウターは脱がなくてはいけない時期と
なってきました　春になると紫外線の量が急激に増加しますの
で、しっかり紫外線対策も行いつつ丁度よい服装を目指してい
きたいです （茉）

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

材料（4～5人分） 作り方

今月号の表紙について
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子どもの日にお薦めの
ごちそう

イタリア風ミルク煮豚

豚もも肉（塊）………………………… 500g
塩 ………………………………小さじ1強
牛乳 ……………………………… 800ml
ローリエ ……………………………… 1枚
タイム（あれば） …………………… 2～3本
たまねぎ …………………………………1コ
グリーンアスパラガス ………………… 5本
にんにく ………………………………2かけ
アボカド ………………………………1/2コ
パプリカ（赤と黄）………………… 各 1/2コ
A
　オリーブ油 ………………………… 少量
　塩 ………………………………… 少々

おいしい
ミルクレシピ

牛乳をもっと食卓に

1

出典●Jミルクウェブサイト「ミルクレシピ」

豚肉に塩をすりこんで20分おく。

2
たまねぎは深い十字の切りこみを入れ、アスパラガスは根元の皮をむ
く。

5 肉を食べやすく切り、器に盛ってアスパラガスを添え、④を散らす。

3
鍋に豚肉、牛乳、ローリエとタイム、たまねぎ、にんにくを入れて火にか
け、煮たったら弱火にしてふたをせずに40分煮、アスパラガスを加えて
3分煮る。

4 アボカドとパプリカは1cm角にし、Aであえる。


